





































































































































































表 1 授業計画 
 
（出所）筆者作成。 
表 2 Q6 あなたは、就職先に労働組合があった場合、加入したいと思いますか。 
回数 分　　　類 講義テーマ・タイトル ゲストスピーカー












石田輝正  連合  非正規労働センター局長
4 【ケーススタディ①】非正規労働者の組織化と処遇改善に向けた取り組み 宮島佳子  ＵＡゼンセン  流通部門  執行委員
5 【ケーススタディ②】男女がともに働きやすい職場づくりに向けた取り組み 高橋桂子  生保労連  中央副執行委員長
6 【ケーススタディ③】労働時間短縮に向けた取り組み










伊藤彰英  基幹労連  事務局次長
10 【ケーススタディ⑦】公務労働の現状と公共サービスの役割 青木真理子  自治労  副中央執行委員長
11 【ケーススタディ⑧】地域や社会とつながる












労働者保護ルールの堅持・強化に向けて 連合  総合労働局長
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表2 Q6 あなたは、就職先に労働組合があった場合、加入したいと思いますか。 
表 4－1 （a）自分のキャリアは何かを成し遂げたり、達成するためにある 
合計得点 平均 標準偏差 最小値 最大値
1 回目 136 4.121 .960 1 5
2 回目 137 4.152 .795 2 5
合計 273 4.136 .875 1 5
表 4－2 （b）自分のキャリアに自信が持てる 
合計得点 平均 標準偏差 最小値 最大値
1 回目 99 3.000 .935 1 5
2 回目 101 3.061 .899 1 4
合計 200 3.030 .911 1 5
表 4－2 （c）自分のキャリアは価値がある 
合計得点 平均 標準偏差 最小値 最大値
1 回目 81 2.455 1.003 1 5
2 回目 82 2.563 .982 1 5
合計 163 2.508 .986 1 5
標本数 割合(%) 標本数 割合(%)
1    是⾮加⼊したいと思う 5 25.0 11 55.0
2    どちらかといえば加⼊したいと思う 7 35.0 8 40.0
3    どちらともいえない 8 40.0 1 5.0
4    どちらかといえば加⼊したいと思わない 0 0 0 0
5    まったく加⼊したいと思わない 0 0 0 0
Total 20 100 20 100
1回⽬ 2回⽬
標本数 割合(%) 標本数 割合(%)
1    必要だ 17 89.47 20 100
2    必要ない 0 0 0 0
3    よくわからない 2 10.53 0 0
Total 19 100 20 100
1回⽬ 2回⽬
《資料》 
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 7 、どのような時に労働組合が必要だと思いますか。 
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表 4 － 1　（a）自分のキャリアは何かを成し遂げたり、達成するためにある
  合計得点 平均 標準偏差 最小値 最大値
1 回目 136 4.121 .960 1 5
2 回目 137 4.152 .795 2 5
合計 273 4.136 .875 1 5
表 4 － 2　（b）自分のキャリアに自信が持てる
  合計得点 平均 標準偏差 最小値 最大値
1 回目 99 3.000 .935 1 5
2 回目 101 3.061 .899 1 4
合計 200 3.030 .911 1 5
表 4 － 3　（c）自分のキャリアは価値がある
  合計得点 平均 標準偏差 最小値 最大値
1 回目 81 2.455 1.003 1 5
2 回目 82 2.563 .982 1 5
合計 163 2.508 .986 1 5
表 4 － 4　（d）社会とのつながりの中で、自分のキャリアは人や社会に役立てられる
  合計得点 平均 標準偏差 最小値 最大値
1 回目 119 3.500 .8616 1 5
2 回目 117 3.545 .971 1 5
合計 236 3.522 .911 1 5
表 4 － 5　（e）これから先のキャリアは何があっても大丈夫だと思う
  合計得点 平均 標準偏差 最小値 最大値
1 回目 74 2.176 1.193 1 5
2 回目 79 2.548 .005 1 4
合計 153 2.354 1.110 1 5
表 4 － 6 　（f）自分のキャリアに満足している
  合計得点 平均 標準偏差 最小値 最大値
1 回目 93 2.818 .983 1 5
2 回目 98 2.970 .883 1 5
合計 191 2.894 .930 1 5
表 4 － 7　（g）自己キャリアは自分でコントロールできる
  合計得点 平均 標準偏差 最小値 最大値
1 回目 108 3.273 1.180 1 5
2 回目 120 3.636 .962 1 5
合計 228 3.455 1.084 1 5
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表 4 － 8　（h）自己キャリアに対する計画的な将来展望がある
  合計得点 平均 標準偏差 最小値 最大値
1 回目 107 3.242 1.275 1 5
2 回目 107 3.242 .936 1 5
合計 214 3.242 1.110 1 5
表 4 － 9　（i）「こうありたい」という自己キャリアのイメージがはっきりしている
  合計得点 平均 標準偏差 最小値 最大値
1 回目 101 2.971 1.359 1 5
2 回目 108 3.273 1.398 1 5
合計 209 3.119 1.376 1 5
表 4 － 10　（j）自己キャリアに対する関心が高い
  合計得点 平均 標準偏差 最小値 最大値
1 回目 137 4.029 .758 2 5
2 回目 124 3.758 1.119 1 5
合計 261 3.896 .956 1 5
表 4 － 11　（k）今の世の中に対して明るいイメージを持っている
  合計得点 平均 標準偏差 最小値 最大値
1 回目 83 2.441 .960 1 5
2 回目 95 2.879 .927 1 4
合計 178 2.657 .962 1 5
表 4 － 12　（l）日本人としての誇りがある
  合計得点 平均 標準偏差 最小値 最大値
1 回目 117 3.545 .971 1 5
2 回目 118 3.688 1.060 1 5
合計 235 3.615 1.011 1 5
表 4 － 13　（m）現代社会は過ごしやすい
  合計得点 平均 標準偏差 最小値 最大値
1 回目 101 2.971 1.087 1 5
2 回目 101 3.258 1.064 1 5
合計 202 3.108 1.077 1 5
表 4 － 14　（n）社会の一員として、何か社会のために役立ちたいと思う
  合計得点 平均 標準偏差 最小値 最大値
1 回目 145 4.265 .751 3 5
2 回目 128 4.000 .950 2 5
合計 273 4.136 .857 2 5
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労働組合による教育は学生の認知をどのように変えるのか？
表 4 － 15　（o）男女平等の社会である
  合計得点 平均 標準偏差 最小値 最大値
1 回目 90 2.647 .884 1 5
2 回目 89 2.697 1.075 1 5
合計 179 2.672 .975 1 5
表 4 － 16　（p）働く現場ではワークルール（労働に関する法律）が十分に守られている
  合計得点 平均 標準偏差 最小値 最大値
1 回目 80 2.424 1.001 1 4
2 回目 80 2.424 .936 1 4
合計 160 2.424 .962 1 4
表 4 － 17　（q）いまの自国の政治への関心は高い
  合計得点 平均 標準偏差 最小値 最大値
1 回目 104 3.152 1.034 1 5
2 回目 108 3.273 1.206 1 5
合計 212 3.121 1.117 1 5
表 4 － 18　（r）日本は良い方向に向かっている
  合計得点 平均 標準偏差 最小値 最大値
1 回目 82 2.485 .795 1 4
2 回目 94 2.938 .948 1 4
合計 176 2.708 .897 1 4
表 4 － 19 　（s）社会の中で自分の可能性を十分に実現できると思う
  合計得点 平均 標準偏差 最小値 最大値
1 回目 100 2.030 .637 2 4
2 回目 109 3.303 .883 2 5
合計 209 3.167 .776 2 5
表 4 － 20　（t）社会の中で自分らしい生き方ができると思う
  合計得点 平均 標準偏差 最小値 最大値
1 回目 107 3.147 .925 1 5
2 回目 106 3.212 1.023 1 5





生涯学習とキャリアデザイン - 7 - 
 合計得点 平均 標準偏差 最小値 最大値 
1 回目 104 3.152 1.034 1 5 
2 回目 108 3.273 1.206 1 5 
合計 212 3.121 1.117 1 5 
 
表 4－16 （r）日本は良い方向に向かっている 
 合計得点 平均 標準偏差 最小値 最大値 
1 回目 82 2.485 .795 1 4 
2 回目 94 2.938 .948 1 4 
合計 176 2.708 .897 1 4 
 
表 4－17  （s）社会の中で自分の可能性を十分に実現できると思う 
 合計得点 平均 標準偏差 最小値 最大値 
1 回目 100 2.030 .637 2 4 
2 回目 109 3.303 .883 2 5 
合計 209 3.167 .776 2 5 
 
表 4－18 （t）社会の中で自分らしい生き方ができると思う 
 合計得点 平均 標準偏差 最小値 最大値 
1 回目 107 3.147 .925 1 5 
2 回目 106 3.212 1.023 1 5 
合計 213 3.179 .968 1 5 
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図 2 労働組合が必要と思う理由（2 回目） 
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図 2 労働組合が必要と思う理由（2 回目） 
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